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　今年 4月に顧問に就任しました平野耕一郎です。よろしくお願いいたします。
　私は昭和51年に盛岡市に土木技術職として採用され、以来職員として37年、特別職として7年、
通算 44 年の役所人生でしたが、その大半を水道事業に関わらせていただきました。採用当時は、
水道普及率も80％台で計算も算盤から電卓への過渡期の時代で、まだ手作り感のあるほのぼのと
した建設の時代でした。その後、維持管理の時代を経て現在は更新の時代へと様変わりしています。
　この間、水道事業を取り巻く環境は大きく変わってきました。先ず大規模地震の発生頻度が上がっ
てきています。平成７年の阪神・淡路大震災を契機に地震が活動期に入った観があり、その後も東
日本大震災での地震被害、津波被害はまさに未曾有のもので、熊本地震、大阪北部地震、北海道
胆振東部地震と続きました。次に近年多発する大洪水です。温暖化の影響か梅雨時期の線状降水
帯や超大型化した台風により河川の溢水、破堤による甚大な被害が毎年のように全国各地で発生
しています。こうした大規模な自然災害による水道施設の損壊が長期断水を引き起こし市民生活
を脅かしています。
　一方で人口減少、水需要減少により経営は厳しさを増してきており、この傾向は長期的に継続す
るとされ収入の確保が大きな課題になっています。更にこうした状況下で水道界は更新の時代に入
りました。まさに八方ふさがりといった状況です。
　しかし、ピンチはチャンスという言葉があります。発想を変え、この更新の機会を最大のチャン
スと捉えたいものです。自然災害にも負けない強靭な施設・管路を再構築するとともに財政の健全
性を確保することが目標となります。そのためには強靭化を念頭にライフサイクルコストを考慮した
更新が重要です。耐用年数が長ければ更新費用が大幅に抑制され将来にわたって長く経営の安定
化に寄与し、持続可能な水道事業の運営につながります。そしてこれは新水道ビジョンが示す水道
の理想像「安全・強靭・持続」の実現に結びつくものと考えます。
　立場は変わりましたが、私も水道界に育てられたひとりとして、皆さんとともに微力ではあります
が、持続可能な水道づくりのお手伝いができればと思っています。

新顧問就任のご挨拶　【東北支部】

東北支部　顧問　平野　耕一郎

東北支部 顧問就任のご挨拶
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新顧問就任のご挨拶　【関東支部】

関東支部　顧問　牛窪　俊之

　本年 4月に関東支部顧問に就任しました牛窪です。よろしくお願いいたします。
　私は、昭和５８年に横浜市に土木職として採用され、以降３７年間水道局に勤務し本年３月末に退
職しました。在職中は、計画部門が最も長く計１５年半在籍し、全体の４割を超えましたが、それ以
外では水源から給水管まで水道システム全般に関わる仕事を幅広く経験させていただきました。
　水道局での経験の中で、最も印象に残っている事柄を挙げますと、横浜市の災害対応と他都市へ
の災害派遣です。昭和６１年３月に横浜市で発生した雪害では、その後も含めて過去最大の大断水が
発生しました。私はまだ新人の頃で特段の対応はできませんでしたが、当時の局長を始め先輩達が
必死の思いで配水系統の切り替えを行い、約５２万戸に渡る断水見込みを約２０万戸まで大幅に被
害規模を抑えたことは、今でも強く記憶に残っています。
　また、私は阪神・淡路大震災での２回の被害調査、新潟県中越沖地震、東日本大震災での復旧活
動の計４回に渡り被災地へ派遣されました。それぞれの派遣では様々なことを学ばせていただきま
したが、水道施設の耐震化や応急復旧の体制づくりの必要性など、自分の中で災害に対する認識の
パラダイムシフトとなるきっかけになりました。
　さて、現在水道界の課題としては、全国的に水道施設の老朽化に対する更新・耐震化の必要性が
顕在化しており、その中でも大きな事業規模を占める管路更新は多額の事業費を必要とすることか
ら、水道料金改定の要因の一つとなっています。
　また、管路更新の事業量や業務量の増大への対応については、最近の技術者の人材確保や技術
継承の難しさと合わせて、これまで経験したことのない複合的な課題解決に取り組んでいくことは避
けられない状況です。さらに、今年になって世界の状況を一変させたコロナ禍による経済活動の低
迷による水道料金収入への影響も懸念されており、水道事業を取り巻く環境は一層厳しさを増して
いると言えます。
　このような社会情勢の中、当協会にお世話になることになりましたが、これまでの経験を活かして
会員企業と水道事業体の架け橋として、微力ではありますが水道事業の発展と課題解決の一助とな
るよう取り組んでいきたいと思います。

関東支部 顧問就任のご挨拶
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　本年４月より関西支部顧問に就任いたしました松本要一と申します。このたび、ご縁があり当協会で勤
務させていただくことになりました。よろしくお願いいたします。
　簡単に自己紹介させていただきますと、生まれも育ちも大阪市内、今では日本一の高さを誇るビルとし
て有名になった「ハルカス」のある天王寺から少し南に下ったコテコテの大阪の下町で「ハルカス」では
なく通天閣を見ながら育ちました。
　大学を卒業し大阪府庁に土木職として入庁、治水事業などに１８年間携わった後、水道部１１年、大阪
広域水道企業団で９年合わせて２０年間水道事業に携わりました。
　水道部に異動した直後の平成１２年当時は、府庁全体が比較的平和な時代でした。ところが平成２０
年に橋下知事となり状況は一変します。「あなた方は破産会社の社員です！」就任直後に議場に集められ、
知事から罵倒される幹部職員の写真が某全国紙の夕刊紙面に大きく掲載され、偶然ほぼ真ん中に私が
映っていました。今でも記事は大事にとっています（笑）。大阪府大阪市の二重行政の解消、現在も大阪
を賑わせている「大阪都構想」の一丁目一番地とまで言われた府市水道統合協議がこの時スタートしまし
た。知事、市長、両議会まで巻き込んだ統合協議は約１年後には破談に終わりますが、この協議の過程
でできたのが現在の大阪広域水道企業団です。以来、府内水道事業の広域化を各市町村事業体の皆さ
んとともに進めてきました。
　近年、地震や水害による大規模災害が全国で頻発しています。人々の日常生活に不可欠な水道水をこ
ういった大規模災害時にも安定してお届けできることが求められる時代となっています。加えて今年の新
型コロナウィルスのパンデミックでは治療法やワクチンの見通しが追いつかない中、三密回避、マスクの
着用と合わせ水道水による手洗いうがいが最善の感染予防策として推奨され、全国の事業体職員の方々
は「水道は絶対に止められない」との使命感を持って、細心の注意を払いながら感染予防をしつつ事業
継続に注力されていることと思います。この間行政やマスコミが医療従事者の方々の頑張りを称えるの
は当然のことですが、エセンシャルワーカーとして水道事業に日々携わっている事業体、関係者の方々に
も国民からの関心と拍手がもっとあっても良いのではと思う今日この頃です。
　コロナ禍後、世界、日本はどのように変化するのでしょうか、経営環境が今後ますます厳しくなってい
くと言われている水道事業ですが、ポストコロナの世界の変化にも対応できるよう引き続き関係者が力
を合わせて持続的な事業を築いていかねばなりません。私も当協会の一員として微力ですが持続的な未
来の水道事業の構築に向けた一助となれるよう尽力してまいりたいと思います。

新顧問就任のご挨拶　【関西支部】

関西支部　顧問　松本　要一

関西支部 顧問就任のご挨拶
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新顧問就任のご挨拶　【中国四国支部】

中国四国支部　顧問　西村　重則　

　本年 4月に中国四国支部顧問に就任しました西村です。よろしくお願いいたします。
　私は高松市に奉職し 40 年水道事業に携わり、本年 3月末に香川県広域水道企業団を最後に
退職しました。振り返ってみますと、水道における仕事のスタートからダクタイル鉄管と関わりが
ありました。高松市では水道工事に使用するダクタイル鉄管などの配管材料は、水道局が購入し
施工業者に支給する方式をとっており、最初に配属されたのがその購入や入出庫を管理する係で
した。当時は拡張の時代で毎日のように直管、異形管、バルブなどの材料の出入りがあり、入れ
代わり立ち代わり訪れる納入業者、施工業者及び運送業者の対応に追われていました。次に、配
水管の工事部門に配属となりましたが、材料はほぼ１００％ダクタイル鉄管を使用しており便覧と
施工要領を片手に設計・監督に従事していたことを思い出します。その後、施設整備・管網整備
計画策定、浄水施設、電気・機械設備の工事やダム事業、さらには渇水対応計画策定と給水制限
実施や配水コントロール設備更新という稀な仕事も担当し、最後は香川県内の水道広域化、香川
県広域水道企業団の事業開始に関わるという機会にも恵まれ、水道の仕事の奥深さと楽しさを堪
能させていただきました。
　現在、我が国の水道では様々な共通課題や個別の課題が山積している状況です。これを解決す
るには水道界の力を集結して取り組む必要があると存じます。
　水道の仕事を通じてすばらしいと感じるのは、水道界の強固なネットワークとそれに繋がる人
たちの水道愛の強さです。水道における課題は、水道界の皆さんが知恵を出し、力を合わすこと
で何とか解決できるものと期待しています。私も水道の仲間との交流を通じ様々な教えをいただ
き助けられてきましたが、これからは私を育んでくれた水道界に少しでも役に立つことができれ
ば幸いです。

中国四国支部 顧問就任のご挨拶
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自然災害に強いハザードレジリエントダクタイル鉄管！！
　地震に強いだけでなく、津波や液状化などの二次災害、近年増加している台
風・豪雨などの災害にも強靭な管体と優れて継手性能によって、有効性を発揮
しています。GX形、NS形E種管、S50形管の2020年8月までの出荷実績等
は下記の通りです。



ダクタイル鉄管  No.107 63

展示品・パネル貸し出しのご案内
　日本ダクタイル鉄管協会では、水道週間や各種イベント等でご利用できる展示物・パネルをご用意し
ております。水道管路の耐震化、そこに使用されている耐震管について、説明しやすく理解していただき
やすい展示物です。みなさまからはご好評いただいており、イベントでのリピート使用も多くなっていま
す。ぜひお気軽にご相談下さい。
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協会ニュース
2020 年度ダクタイル鉄管協会セミナー  開催予定

　2020年度において、新型コロナウイルスの感染状況を鑑み、セミナー開催を見合わせて
おりましたが、感染対策を講じ、下記の通り開催いたします。

セミナー (10月20日現在の開催予定）

（写真は過去のセミナー）
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規格ニュース
JDPA Ｇ 1049（ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管）

　呼び径450のＧＸ形ダクタイル鋳鉄管（以下、直管という。）、ダクタイル鋳鉄異形管（以
下、異形管という。）を追加して令和2年 8月 4日付けで改正した。

1　直管及び異形管の概要

　呼び径 450 のＧＸ形直管及び異形管は、呼び径
75～400と同じ継手性能及び継手構造とした。た
だし、切管ユニット（Ｐ -Ｌｉｎｋ、Ｇ -Ｌｉｎｋ）は、
質量が大きくなり施工性の向上が望めないことから呼
び径350・400と同様に規定しなかった。直管及び
異形管の構造を図1、2に示す。

2　バルブの概要

　呼び径450のＧＸ形ソフトシール仕切弁は、規定
しなかった。バタフライ弁が主流で、ソフトシール仕
切弁の使用実績が少ないためである。

図 1　直管の構造

図 2　異形管の構造

表 1　 直管、異形管及び切管ユニットの概要

表 2　ソフトシール仕切弁の概要
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●新型コロナウイルス感染症によって、
日本では 4 月に緊急事態宣 言が発
令され、現 在も収 束が見通せない
状況となっています。様々な団体の
総会やイベントが中止になり、会議
等は書面審議やリモート開催が多く
なっています。本誌「ダクタイル鉄管」
107 号についても、リモート会議な
どを経て、発刊にこぎつけることが
できました。WITH コロナとしてマス
ク着用などの新たな生活スタイルを
模索していくことで、私たち国民一
人一人が感染予防に努めることが重
要です。

●新型コロナウイルス対策として、マス
クの着用、手洗い、うがいが欠かす
ことができません。手洗い、うがいを
するためには水道水が必要です。あ

らためて安全で安心な水道水を持続
的に供給されている全国の水道事業
体職員の皆様に感謝申し上げます。

● 巻頭言は、水道 技 術研究センター
の安藤理事長にご執筆いただきまし
た。管路分野でのセンターの新たな
プロジェクトや新型コロナウイルス感
染症の話題にも触れていただいてい
ますので、ぜひご一読ください。

●座 談 会では、「水 道管路工事への
ICT の活用」と題して学界から 2 名、
事業体から 1 名の方にお集まりいた
だきました。「工事現場の無人化」や

「センシング」など、先生方から ICT
の活用へのご提案がありました。今
後は発想を転換することで、ピンチ
をチャンスにし、事業体の管路更新
が進むことを願ってやみません。

ダクタイル鉄管  No.10768

編集後記

東京都千代田区九段南4丁目8番9号（日本水道会館）
電話03（3264）6655（代） ＦＡＸ03（3264）5075
大阪市中央区南船場4丁目12番12号（ニッセイ心斎橋ウェスト）
電話06（6245）0401 ＦＡＸ06（6245）0300
札幌市中央区北2条西2丁目41番地（札幌2・2ビル）
電話011（251）8710 ＦＡＸ011（522）5310
仙台市青葉区本町2丁目5番1号（オーク仙台ビル）
電話022（261）0462 ＦＡＸ022（399）6590
名古屋市中村区名駅3丁目22番8号（ 大東海ビル）
電話052（561）3075 ＦＡＸ052（433）8338
広島市中区立町2番23号（野村不動産広島ビル8階）
電話082（545）3596 ＦＡＸ082（545）3586
福岡市中央区天神2丁目14番2号（ 福岡証券ビル）
電話092（771）8928 ＦＡＸ092（406）2256
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電話052（561）3075 ＦＡＸ052（433）8338
広島市中区立町2番23号（野村不動産広島ビル8階）
電話082（545）3596 ＦＡＸ082（545）3586
福岡市中央区天神2丁目14番2号（ 福岡証券ビル）
電話092（771）8928 ＦＡＸ092（406）2256
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